
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１２月亀岡市議会定例会 
 

条例一部改正資料 
 

（新 旧 対 照 表） 



亀岡市税外収入滞納金督促条例（昭和40年亀岡市条例第1号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

   附 則    附 則 

（延滞金の割合等の特例） （延滞金の割合等の特例） 

3 当分の間、第3条に規定する延滞金の                           

年7.3パーセントの割合は、この規定にかかわらず、各年の特例基

準割合（各年の前年の11月30日を経過するときにおける日本銀行法

（平成9年法律第89号）第15条第1項第1号の規定により定められる

商業手形の基準割引率に年4パーセントの割合を加算した割合をい

う。）が年7.3パーセントの割合に満たない場合には、その年中に

おいては、当該特例基準割合（当該割合に0.1パーセント未満の端

数があるときは、これを切り捨てる。              

                                                             

                                                             

                                                             

            ）とする。 

3 当分の間、第3条に規定する延滞金の年14.6パーセントの割合及び

年7.3パーセントの割合は、この規定にかかわらず、各年の特例基

準割合（当該年の前年に租税特別措置法（昭和32年法律第26号）第

93条第2項の規定により告示された割合に年1パーセントの割合を加

算した割合をいう。以下同じ                            

  。）が年7.3パーセントの割合に満たない場合には、その年（以

下「特例基準割合適用年」という。）中においては、年14.6パーセ

ントの割合にあっては当該特例基準割合適用年における特例基準割

合に年7.3パーセントの割合を加算した割合とし、年7.3パーセント

の割合にあっては当該特例基準割合に年1パーセントの割合を加算

した割合（当該加算した割合が年7.3パーセントの割合を超える場

合には、年7.3パーセントの割合）とする。 



亀岡市後期高齢者医療に関する条例（平成20年亀岡市条例第11号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

   附 則    附 則 

（延滞金の割合の特例） （延滞金の割合の特例） 

2 当分の間、第6条第1項に規定する延滞金の                      

   年7.3パーセントの割合は、同項の規定にかかわらず、各年

の特例基準割合（各年の前年の11月30日を経過するときにおける日

本銀行法（平成9年法律第89号）第15条第1項第1号の規定により定

められる商業手形の基準割引率に年4パーセントの割合を加算した

割合をいう。）が年7.3パーセントの割合に満たない場合には、そ

の年中においては、当該特例基準割合（当該特例基準割合に0.1パ

ーセント未満の端数があるときは、これを切り捨てる。      

                                                             

                                                             

                                                             

                    ）とする。 

2 当分の間、第6条第1項に規定する延滞金の年14.6パーセントの割

合及び年7.3パーセントの割合は、同項の規定にかかわらず、各年

の特例基準割合（当該年の前年に租税特別措置法（昭和32年法律第

26号）第93条第2項の規定により告示された割合に年1パーセントの

割合を加算した割合をいう。以下同じ                   

     。）が年7.3パーセントの割合に満たない場合には、そ

の年（以下「特例基準割合適用年」という。）中においては、年

14.6パーセントの割合にあっては当該特例基準割合適用年における

特例基準割合に年7.3パーセントの割合を加算した割合とし、年7.3

パーセントの割合にあっては当該特例基準割合に年1パーセントの

割合を加算した割合（当該加算した割合が年7.3パーセントの割合

を超える場合には、年7.3パーセントの割合）とする。 



亀岡市国民健康保険条例（昭和34年亀岡市条例第7号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（延滞金の割合等の特例） （延滞金の割合等の特例） 

5 当分の間、第23条に規定する延滞金の                 

  年7.3パーセントの割合は、この規定にかかわらず、各年の特例

基準割合（各年の前年の11月30日を経過するときにおける日本銀行

法（平成9年法律第89号）第15条第1項第1号の規定により定められ

る商業手形の基準割引率に年4パーセントの割合を加算した割合を

いう。）が年7.3パーセントの割合に満たない場合には、その年中

においては、当該特例基準割合（当該割合に0.1パーセント未満の

端数があるときは、これを切り捨てる。               

                                                            

                                                            

                                                            

                  ）とする。 

5 当分の間、第23条に規定する延滞金の年14.6パーセントの割合及

び年7.3パーセントの割合は、この規定にかかわらず、各年の特例

基準割合（当該年の前年に租税特別措置法第93条第2項の規定によ

り告示された割合に年1パーセントの割合を加算した割合をいう。

以下同じ                                            

    。）が年7.3パーセントの割合に満たない場合には、その年

（以下「特例基準割合適用年」という。）中においては、年14.6パ

ーセントの割合にあっては当該特例基準割合適用年における特例基

準割合に年7.3パーセントの割合を加算した割合とし、年7.3パーセ

ントの割合にあっては当該特例基準割合に年1パーセントの割合を

加算した割合（当該加算した割合が年7.3パーセントの割合を超え

る場合には、年7.3パーセントの割合）とする。 



亀岡市介護保険条例（平成12年亀岡市条例第15号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

   附 則    附 則 

（延滞金の割合の特例） （延滞金の割合の特例） 

第6条 当分の間、第8条第1項に規定する延滞金の          

     年7.3パーセントの割合は、同項の規定にかかわらず、

各年の特例基準割合（各年の前年の11月30日を経過するときにおけ

る日本銀行法（平成9年法律第89号）第15条第1項第1号の規定によ

り定められる商業手形の基準割引率に年4パーセントの割合を加算

した割合をいう。）が年7.3パーセントの割合に満たない場合にお

いては、その年中においては、当該特例基準割合（当該特例基準割

合に0.1パーセント未満の端数があるときは、これを切り捨てる。   

                                                            

                                                            

                                                            

                         ）とする。 

第6条 当分の間、第8条第1項に規定する延滞金の年14.6パーセント

の割合及び年7.3パーセントの割合は、同項の規定にかかわらず、

各年の特例基準割合（当該年の前年に租税特別措置法（昭和32年法

律第26号）第93条第2項の規定により告示された割合に年1パーセン

トの割合を加算した割合をいう。以下同じ             

       。）が年7.3パーセントの割合に満たない場合にお

いては、その年（以下「特例基準割合適用年」という。）中におい

ては、年14.6パーセントの割合にあっては当該特例基準割合適用年

における特例基準割合に年7.3パーセントの割合を加算した割合と

し、年7.3パーセントの割合にあっては当該特例基準割合に年1パー

セントの割合を加算した割合（当該加算した割合が年7.3パーセン

トの割合を超える場合には、年7.3パーセントの割合）とする。 



亀岡市営住宅管理条例（平成9年亀岡市条例第48号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（入居者の選考） （入居者の選考） 

第8条 （略） 第8条 （略） 

2 （略） 2 （略） 

3 市長は、第1項に規定する者のうち、20歳未満の子を扶養している

寡婦、引揚者、炭鉱離職者、高齢者、障害者、被爆者、18歳未満の

児童を3人以上扶養（同居に限る。）している者、配偶者からの暴

力を受けた被害者                             

                                                            

              、亀岡市犯罪被害者等支援条例（平

成24年亀岡市条例第3号）第2条第2号に規定する犯罪被害者等又は

生活環境の改善の図るべき地域に居住する者で市長が定める要件を

備えている者及び市長が定める基準の収入を有する低額所得者で速

やかに市営住宅に入居することを必要としている者については、前

項の規定にかかわらず、市長が割当てをした市営住宅に優先的に選

考して入居させることができる。 

3 市長は、第1項に規定する者のうち、20歳未満の子を扶養している

寡婦、引揚者、炭鉱離職者、高齢者、障害者、被爆者、18歳未満の

児童を3人以上扶養（同居に限る。）している者、配偶者からの暴

力の防止及び被害者の保護等に関する法律（平成13年法律第31号）

第1条第2項に規定する被害者又は同法第28条の2に規定する関係に

ある相手からの暴力を受けた者、亀岡市犯罪被害者等支援条例（平

成24年亀岡市条例第3号）第2条第2号に規定する犯罪被害者等又は

生活環境の改善の図るべき地域に居住する者で市長が定める要件を

備えている者及び市長が定める基準の収入を有する低額所得者で速

やかに市営住宅に入居することを必要としている者については、前

項の規定にかかわらず、市長が割当てをした市営住宅に優先的に選

考して入居させることができる。 

4 （略） 4 （略） 

（督促、延滞金の徴収） （督促、延滞金の徴収） 

第18条 （略） 第18条 （略） 

2 入居者は、前項の規定により指定された期限（以下「指定納期

限」という。）までにその納付すべき金額を納付しないときは、納

付すべき金額に、その指定納期限の翌日から納付の日まで期間の日

数に応じ、年14.6パーセント（指定納期限の翌日から1月を経過す

る日までの期間については、年7.3パーセント）の割合を乗じて計

算した金額に相当する延滞金額を加算して納付しなければならな

い。 

＜削除＞ 



3 市長は、入居者が第1項の指定納期限までに家賃を納付しなかった

ことについてやむを得ない事由があると認められる場合において

は、前項の延滞金額を減免することができる。 

＜削除＞ 

 



亀岡市公共下水道事業受益者負担に関する条例（昭和56年亀岡市条例第21号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

   附 則    附 則 

（延滞金の割合等の特例） （延滞金の割合等の特例） 

2 当分の間、第11条に規定する延滞金の                         

  年7.25パーセントの割合は、この規定にかかわらず、各年の特例

基準割合（各年の前年の11月30日を経過するときにおける日本銀行

法（平成9年法律第89号）第15条第1項第1号の規定により定められ

る商業手形の基準割引率に年4パーセントの割合を加算した割合を

いう。）が年7.25パーセントの割合に満たない場合には、その年中

においては、当該特例基準割合（当該割合に0.1パーセント未満の

端数があるときは、これを切り捨てる。                   

                                                            

                                                            

                                

                    ）とする。 

2 当分の間、第11条に規定する延滞金の年14.5パーセントの割合及

び年7.25パーセントの割合は、この規定にかかわらず、各年の特例

基準割合（当該年の前年に租税特別措置法（昭和32年法律第26号）

第93条第2項の規定により告示された割合に年1パーセントの割合を

加算した割合をいう。以下同じ                               

    。）が年7.25パーセントの割合に満たない場合には、その年

（以下「特例基準割合適用年」という。）中においては、年14.5パ

ーセントの割合にあっては当該特例基準割合適用年における特例基

準割合に年7.25パーセントの割合を加算した割合とし、年7.25パー

セントの割合にあっては当該特例基準割合に年1パーセントの割合

を加算した割合（当該加算した割合が年7.25パーセントの割合を超

える場合には、年7.25パーセントの割合）とする。 

 

 



亀岡市環境審議会条例（昭和46年亀岡市条例第22号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（組織） （組織） 

第2条 （略） 第2条 （略） 

2 委員は、専門の学識経験を有する者、市議会議員その他から市長

が委嘱する。 

2 委員は、環境の保全に関し識見を有する者その他から市長が委嘱

する。 

 



 

亀岡市庁舎使用料条例（平成2年亀岡市条例第14号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用料） （使用料） 

第3条 庁舎の使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、

次の各号の区分に従い当該各号に定める額の使用料を納入しなけれ

ばならない。 

第3条 庁舎の使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、

次の各号の区分に従い当該各号に定める額の使用料を納入しなけれ

ばならない。 

(1) 市民ホールの使用者 別表第1に掲げる額に100分の105を乗じ

た額（1円未満の端数については切り捨てるものとする。） 

(1) 市民ホールの使用者 別表第1に掲げる額          

                            

(2) （略） (2) （略） 

（減免） （減免） 

第4条 市長は、次の各号の一に該当する場合は、使用料の全部又は

一部を免除することができる。 

第4条 市長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、使用料の全

部又は一部を免除することができる。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

（還付） （還付） 

第5条 既納の使用料は、還付しない。ただし、次の各号の一に該当

する場合は、その全部又は一部を還付することができる。 

第5条 既納の使用料は、還付しない。ただし、次の各号のいずれか

に該当する場合は、その全部又は一部を還付することができる。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

別表第1(第3条関係) 別表第1(第3条関係) 

午前9時～

午前12時 

午後1時～

午後5時 

午後6時～

午後10時 

午前9時～

午後5時 

午後1時～

午後10時 

午前9時～

午後10時 

1,500円 2,500円 3,000円 4,000円 5,500円 7,000円 

  

午前9時～

正午 

午後1時～

午後5時 

午後6時～

午後10時 

午前9時～

午後5時 

午後1時～

午後10時 

午前9時～

午後10時 

1,620円 2,700円 3,240円 4,320円 5,940円 7,560円 

  

備考 備考 

1～3 （略） 1～3 （略） 

4 使用許可時間を超過した場合の超過使用料は、1時間につき

1,000円とする。この場合において、超過使用時間に1時間未満の

4 使用許可時間を超過した場合の超過使用料は、1時間につき

1,080円とする。この場合において、超過使用時間に1時間未満の



 

端数があるときは、30分以上は1時間とし、30分未満は切り捨て

る。 

端数があるときは、30分以上は1時間とし、30分未満は切り捨て

る。 

5、6 （略） 5、6 （略） 

別表第2(第3条関係) 別表第2(第3条関係) 

固定資産評価基準により算定した額に100分の6を乗じた

額に100分の105を乗じ土地使用料を加算した額 

  

固定資産評価基準により算定した額に100分の6を乗じた

額に100分の108を乗じ土地使用料を加算した額 

  

 

 



亀岡市中央公民館使用条例（昭和45年亀岡市条例第38号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用許可の制限） （使用許可の制限） 

第3条 次の各号の一に該当するときは、使用を許可しないことがで

きる。 

第3条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ

とができる。 

(1)、(2) （略） (1)、(2) （略） 

(3) 施設又は附帯設備その他器具備品等をき損し、又は滅失する

おそれがあると認められるとき。 

(3) 施設又は附帯設備その他器具備品等を毀損し、又は滅失する

おそれがあると認められるとき。 

(4)、(5) （略） (4)、(5) （略） 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第5条 次の各号の一に該当するときは、教育委員会は、使用の許可

を取り消し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することが

できる。 

第5条 次の各号のいずれかに該当するときは、教育委員会は、使用

の許可を取り消し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止する

ことができる。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

（使用料） （使用料） 

第6条 公民館の使用料は、別表に定めるとおりとする。 第6条 公民館の使用料は、別表に掲げる額とする。 

2 （略） 2 （略） 



別表（第6条関係） 別表（第6条関係） 

午前 午後 夜間 昼間 昼夜間 全日 

9時～ 

12時 

1時～ 

5時 

6時～ 

10時 

午前9時～

午後5時 

午後1時～

午後10時 

午前9時～

午後10時 

円 

840 

円 

1,050 

円 

1,360 

円 

1,680 

円 

2,100 

円 

2,730 

630 730 940 1,150 1,470 1,890 

630 730 940 1,150 1,470 1,890 

840 1,050 1,360 1,680 2,100 2,730 

840 1,050 1,360 1,680 2,100 2,730 

520 630 840 1,050 1,260 1,680 

730 940 1,150 1,470 1,780 2,310 

  

午前 午後 夜間 昼間 昼夜間 全日 

午前9時～

正午 

午後1時～

午後5時 

午後6時～

午後10時 

午前9時～

午後5時 

午後1時～

午後10時 

午前9時～

午後10時 

円 

860 

円 

1,080 

円 

1,400 

円 

1,720 

円 

2,160 

円 

2,800 

640 750 970 1,180 1,510 1,940 

640 750 970 1,180 1,510 1,940 

860 1,080 1,400 1,720 2,160 2,800 

860 1,080 1,400 1,720 2,160 2,800 

540 640 860 1,080 1,290 1,720 

750 970 1,180 1,510 1,830 2,370 
 

 



亀岡市野外活動施設条例（昭和57年亀岡市条例第25号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用の不許可） （使用の不許可） 

第5条 次の各号の一に該当するときは、使用を許可しないことがで

きる。 

第5条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ

とができる。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（損害賠償） （損害賠償） 

第9条 施設及びこれに附帯する物件を滅失し、又はき損した者はこ

れを原状に回復し、又はその損害額を賠償しなければならない。 

 

第9条 施設及びこれに附帯する物件を滅失し、又は毀損した者はこ

れを原状に回復し、又はその損害額を賠償しなければならない。 

別表第1（第6条関係） 別表第1（第6条関係） 

野外活動センター使用料 野外活動センター使用料 

区分 使用料 

大人 1人1日 200円 

小人 100円 

  

大人 1人 270円 

小人 100円 

  

別表第2（第6条関係） 別表第2（第6条関係） 

施設使用料 施設使用料 

(1) キャンプ場使用料 (1) キャンプ場宿泊料 

区分 使用料 

大人 1人1泊 150円 

小人 100円 
 

大人 1人1泊 320円 

小人 100円 
 

(2) テント使用料 (2) テント使用料 

区分 使用料 

キャンプテント（10人用） 1張1泊 520円 

天幕テント 1,050円 
 

キャンプテント（10人用） 1張1泊 1,080円 

持込みテント 320円 
 



(3) スポーツハウス使用料 (3) スポーツハウス使用料 

区分 使用料 

和室(1) 1時間 100円 

和室(2) 100円 

会議室 100円 
 

和室 1人1日 100円 

会議室 100円 
 

(4) さくらツリーハウス使用料 (4) さくらツリーハウス使用料 

区分 使用料 

1棟 1泊 2,100円 

1棟 1時間 260円 
 

1棟1日 540円 
 

備考 備考 

1 小人とは、学校教育法（昭和22年法律第26号）第1条に規定する

小学校、中学校の児童又は生徒をいう。 

1 小人とは、学校教育法（昭和22年法律第26号）第1条に規定する

小学校、中学校の児童又は生徒をいう。 

2 市民以外の者が使用する場合の使用料は、2倍の額とする。 2 市民以外の者が使用する場合の使用料は、2倍の額とする。 

 



亀岡市社会体育施設条例（昭和39年亀岡市条例第12号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用の不許可） （使用の不許可） 

第6条 次の各号の一に該当するときは、使用を許可しないことがで

きる。 

第6条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ

とができる。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（使用許可の変更） （使用許可の変更） 

第7条 次の各号の一に該当するときは、使用の許可を取り消し、又

はその使用を制限し、若しくは停止することがある。 

第7条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用の許可を取り消

し、又はその使用を制限し、若しくは停止することがある。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

2 （略） 2 （略） 

（損害賠償） （損害賠償） 

第12条 社会体育施設の施設又はこれに附帯する物件を滅失し、又は

き損した者はこれを原状に回復し、又はその損害額を賠償しなけれ

ばならない。 

第12条 社会体育施設の施設又はこれに附帯する物件を滅失し、又は

毀損した者はこれを原状に回復し、又はその損害額を賠償しなけれ

ばならない。 

2、3 （略） 2、3 （略） 



別表第1（第8条関係） 別表第1（第8条関係） 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,570 

円 

3,150 

円 

3,150 

円 

3,150 

円 

3,150 

 

円 

1,570 

円 

1,570 

円 

1,570 

円 

1,570 

 

円 

1,570 

円 

1,570 

円 

1,570 

円 

1,570 

 

円 

2,100 

円 

2,100 

円 

2,100 

円 

2,100 

 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,050 

 

円 

940 

円 

940 

円 

940 

円 

940 

 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,050 

 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,050 

 

円 

2,100 

円 

2,100 

円 

2,100 

円 

2,100 

円 

3,150 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,050 

円 

1,570 

1時間につき420円 

1時間につき2,700円 

  

円 

1,080 

円 

1,080 

円 

1,080 

円 

1,080 

円 

1,620 

3,240 3,240 3,240 3,240  

1,620 1,620 1,620 1,620  

1,620 1,620 1,620 1,620  

2,160 2,160 2,160 2,160  

1,080 1,080 1,080 1,080  

970 970 970 970  

1,080 1,080 1,080 1,080  

1,080 1,080 1,080 1,080  

2,160 2,160 2,160 2,160 3,240 

1,080 1,080 1,080 1,080 1,620 

1時間につき430円 

1時間につき2,770円 
 

 



 

亀岡市総合福祉センター条例（平成17年亀岡市条例第33号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用の許可の制限） （使用の許可の制限） 

第8条 次の各号の一に該当するときは、市長は、使用を許可しない

ことができる。 

第8条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用を許可

しないことができる。 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第9条 次の各号の一に該当するときは、市長は、使用の許可を取り

消し、又は使用を中止させ、若しくは制限することができる。 

第9条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用の許可

を取り消し、又は使用を中止させ、若しくは制限することができ

る。 

（使用料） （使用料） 

第10条 総合福祉センターの使用料は、別表第1に定める額に100分の

105を乗じた額とする。ただし、1円未満の端数については切り捨て

るものとする。 

第10条 総合福祉センターの使用料は、別表第1に掲げる額とする。 

2 前項の使用料は、前納しなければならない。ただし、市長が特に

必要があると認めたときは、この限りでない。 

2 前項の使用料は、前納しなければならない。ただし、市長が特に

必要があると認めたときは、この限りでない。 

（目的外使用料） （目的外使用料） 

第14条 目的外使用の許可を受けて総合福祉センターの一部を使用す

る者（以下「目的外使用者」という。）は、目的外使用料を市長が

定める期日までに納付しなければならない。 

第14条 目的外使用の許可を受けて総合福祉センターの一部を使用す

る者（以下「目的外使用者」という。）は、目的外使用料を市長が

定める期日までに納付しなければならない。 

2 目的外使用料は、別表第2に掲げる額に100分の105を乗じた額とす

る。ただし、1円未満の端数については、切り捨てるものとする。 

2 目的外使用料は、別表第2に掲げる額とする。 



 

別表第1（第10条関係） 別表第1（第10条関係） 

午前 午後 夜間 全日 

9時～12時 1時～5時 6時～10時 
午前9時～ 
午後10時 

円 
2,000 

円 
3,000 

円 
4,000 

円 
9,000 

400 500 600 1,500 

400 500 600 1,500 

400 500 600 1,500 

500 600 700 1,800 

500 600 700 1,800 

1,100 1,300 1,600 4,000 

700 800 900 2,400 

600 700 800 2,100 

700 800 1,000 2,500 

700 800 1,000 2,500 

400 500 600 1,500 

  

午前 午後 夜間 全日 

午前9時～ 
正午 

午後1時～ 
午後5時 

午後6時～ 
午後10時 

午前9時～ 
午後10時 

円 
2,160 

円 
3,240 

円 
4,320 

円 
9,720 

430 540 640 1,620 

430 540 640 1,620 

430 540 640 1,620 

540 640 750 1,940 

540 640 750 1,940 

1,180 1,400 1,720 4,320 

750 860 970 2,590 

640 750 860 2,260 

750 860 1,080 2,700 

750 860 1,080 2,700 

430 540 640 1,620 
 

別表第2（第14条関係） 別表第2（第14条関係） 

39,000円 

  

42,100円 

  

 



 

亀岡市厚生会館条例（平成17年亀岡市条例第35号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用の許可の制限） （使用の許可の制限） 

第5条 次の各号の一に該当するときは、市長は使用を許可しないこ

とができる。 

第5条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は使用を許可し

ないことができる。 

(1) 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認めると

き。 

(1) 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認めると

き。 

(2) 施設又は附属施設その他器具備品等をき損し、又は滅失する

おそれがあると認めるとき。 

(2) 施設又は附属施設その他器具備品等を毀損し、又は滅失する

おそれがあると認めるとき。 

(3) 営利をはかる目的で使用するおそれがあると認めるとき。 (3) 営利をはかる目的で使用するおそれがあると認めるとき。 

(4) 管理上支障があると認めるとき。 (4) 管理上支障があると認めるとき。 

(5) その他市長が適当でないと認めるとき。 (5) その他市長が適当でないと認めるとき。 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第6条 次の各号の一に該当するときは、市長は使用の許可を取り消

し、又は使用を中止させ、若しくは制限することができる。 

第6条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用の許可

を取り消し、又は使用を中止させ、若しくは制限することができ

る。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（使用料） （使用料） 

第7条 厚生会館の使用料は、別表第1に定める額に100分の105を乗じ

た額とする。ただし、1円未満の端数については切り捨てるものと

する。 

第7条 厚生会館の使用料は、別表第1に掲げる額とする。 

2 （略） 2 （略） 

（目的外使用料） （目的外使用料） 

第11条 目的外使用の許可を受けて厚生会館の一部を使用する者（以

下「目的外使用者」という。）は、目的外使用料を市長が定める期

日までに納付しなければならない。 

第11条 目的外使用の許可を受けて厚生会館の一部を使用する者（以

下「目的外使用者」という。）は、目的外使用料を市長が定める期

日までに納付しなければならない。 



 

2 目的外使用料は、別表第2に掲げる額に100分の105を乗じた額とす

る。ただし、1円未満の端数については、切り捨てるものとする。 

2 目的外使用料は、別表第2に掲げる額とする。 

（損害賠償） （損害賠償） 

第15条 使用者が故意又は過失により厚生会館の施設をき損し、又は

滅失したときは、その損害を賠償しなければならない。 

第15条 使用者が故意又は過失により厚生会館の施設を毀損し、又は

滅失したときは、その損害を賠償しなければならない。 

別表第1（第7条関係） 別表第1（第7条関係） 

円 

700 

円 

800 

円 

1,000 

円 

2,500 

700 800 1,000 2,500 

300 400 500 1,200 

300 400 500 1,200 

400 500 600 1,500 

  

円 

750 

円 

860 

円 

1,080 

円 

2,700 

750 860 1,080 2,700 

320 430 540 1,290 

320 430 540 1,290 

430 540 640 1,620 

  

別表第2(第11条関係) 別表第2(第11条関係) 

円 

20,000 

  

21,600円 

  

 



 

ふれあいプラザ条例（平成17年亀岡市条例第32号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用許可の制限） （使用許可の制限） 

第5条 次の各号の一に該当するときは、使用を許可しないことがで

きる。 

第5条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ

とができる。 

(1) 営利を目的とした使用と認められるとき。 (1) 営利を目的とした使用と認められるとき。 

(2) 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認められる

とき。 

(2) 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認められる

とき。 

(3) プラザの施設又は附帯設備その他器具備品等をき損し、又は

滅失するおそれがあると認められるとき。 

(3) プラザの施設又は附帯設備その他器具備品等を毀損し、又は

滅失するおそれがあると認められるとき。 

(4) プラザの管理上支障があると認められるとき。 (4) プラザの管理上支障があると認められるとき。 

(5) その他市長が使用を不適当と認めるとき。 (5) その他市長が使用を不適当と認めるとき。 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第6条 次の各号の一に該当するときは、市長は使用許可を取り消

し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができる。 

第6条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用許可を

取り消し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができ

る。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（入館の拒否等） （入館の拒否等） 

第7条 市長は、次の各号の一に該当する者に対し、入館を拒否し、

又は退館を命ずることができる。 

第7条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、入館を拒

否し、又は退館を命ずることができる。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

（使用料） （使用料） 

第10条 プラザの使用料は、別表第1に掲げる額に100分の105を乗じ

た額とする。ただし、1円未満の端数については、切り捨てるもの

とする。 

第10条 プラザの使用料は、別表第1に掲げる額とする。 

2 （略） 2 （略） 



 

（目的外使用料） （目的外使用料） 

第14条 目的外使用の許可を受けてプラザの一部を使用する者（以下

「目的外使用者」という。）は、目的外使用料を市長が定める期日

までに納付しなければならない。 

第14条 目的外使用の許可を受けてプラザの一部を使用する者（以下

「目的外使用者」という。）は、目的外使用料を市長が定める期日

までに納付しなければならない。 

2 目的外使用料は、別表第2に掲げる額に100分の105を乗じた額とす

る。ただし、1円未満の端数については、切り捨てるものとする。 

2 目的外使用料は、別表第2に掲げる額とする。 

（特別の設備の制限） （特別の設備の制限） 

第16条 プラザを使用するために特別の設備をしようとするときは、

あらかじめ市長の許可を受けなければならない。 

第16条 プラザを使用するために特別の設備をしようとするときは、

あらかじめ市長の許可を受けなければならない。 

2 前項の特別の設備に要する経費は、すべて使用者又は目的外使用

者（以下「使用者等」という。）の負担とする。 

2 前項の特別の設備に要する経費は、全て使用者又は目的外使用者

（以下「使用者等」という。）の負担とする。 

（市の免責） （市の免責） 

第20条 使用者等においてプラザの施設若しくは附帯設備の使用又は

この条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は一切その責

めに任じないものとする。 

第20条 使用者等においてプラザの施設若しくは附帯設備の使用又は

この条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は、一切その

責めに任じないものとする。 

別表第1（第10条関係） 別表第1（第10条関係） 

300円 

  

320円 

  

別表第2(第14条関係) 別表第2(第14条関係) 

40,000円 

  

43,200円 

  

 

 



亀岡市立文化センター条例（平成14年亀岡市条例第12号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

別表（第6条関係） 別表（第6条関係） 

午前 午後 夜間 

9時～12時 1時～5時 6時～10時 

1,050円 1,050円 1,260円 

1,470円 1,470円 1,760円 

1,360円 1,360円 1,630円 

310円 310円 370円 

440円 440円 520円 

400円 400円 490円 

730円 730円 880円 

1,020円 1,020円 1,230円 

950円 950円 1,140円 

  

午前 午後 夜間 

午前9時～正午 午後1時～午後5時 午後6時～午後10時 

1,080円 1,080円 1,290円 

1,510円 1,510円 1,810円 

1,400円 1,400円 1,680円 

320円 320円 380円 

450円 450円 540円 

420円 420円 500円 

750円 750円 900円 

1,050円 1,050円 1,270円 

980円 980円 1,170円 
 

 



亀岡市湯の花温泉供給条例（平成9年亀岡市条例第9号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（名義変更の禁止） （名義変更の禁止） 

第8条 使用名義の変更、売却、譲渡又は貸付けはすることができな

い。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、この限りで

ない。 

第8条 使用名義の変更、売却、譲渡又は貸付けは、することができ

ない。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、この限り

でない。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

2 前項のただし書による名義の変更をするときは、市長の許可を受

けなければならない。この場合において、温泉使用料の未納があ

るときは、納付後でなければ許可しないものとする。 

2 前項ただし書の規定による名義の変更をするときは、市長の許可

を受けなければならない。この場合において、温泉使用料の未納

があるときは、納付後でなければ許可しないものとする。 

（工事の申請） （工事の申請） 

第10条 （略） 第10条 （略） 

2 市長は前項の規定による申請を受けたときは、調査の上、14日以

内に許可するものとする。ただし、許可には、設計、材質、工事

方法、工事期間その他必要な条件を付けることができる。 

2 市長は、前項の規定による申請を受けたときは、調査の上、14日

以内に許可するものとする。ただし、許可には、設計、材質、工

事方法、工事期間その他必要な条件を付けることができる。 

（供給の原則） （供給の原則） 

第14条 （略） 第14条 （略） 

2 供給の制限、停止、断水又は漏水のため損害を生ずることがあっ

ても、市はその責めを負わない。 

2 供給の制限、停止、断水又は漏水のため損害を生ずることがあっ

ても、市は、その責めを負わない。 

（メーターの貸与） （メーターの貸与） 

第15条 （略） 第15条 （略） 

2 （略） 2 （略） 

3 前項の管理を怠ったためメーターを忘失又は毀損した場合は、市

長が定める損害額を弁償しなければならない。 

3 前項の管理を怠ったためメーターを亡失又は毀損した場合は、市

長が定める損害額を弁償しなければならない。 

4 （略） 4 （略） 



（使用料金） （使用料金） 

第16条 温泉使用料（以下「使用料」という。）は別表第2 による

基本料金、超過料金及びメーター使用料を合算した金額に100分の

105を乗じたものとする。ただし、1円未満の端数については切り

捨てるものとする。 

第16条 温泉使用料（以下「使用料」という。）は、別表第2による

基本料金、超過料金及びメーター使用料を合算した金額      

     とする。 

2、3 （略） 2、3 （略） 

（管理責任） （管理責任） 

第20条 （略） 第20条 （略） 

2～4 （略） 2～4 （略） 

5 前2項の処置に要した経費は受給者の負担とする。ただし、市長

が特に認めたときは、この限りでない。 

 

5 前2項の処置に要した経費は、受給者の負担とする。ただし、市

長が特に認めたときは、この限りでない。 

別表第2（第16条関係） 別表第2（第16条関係） 

温泉料金 

種別 基本使用量 基本料金 超過料金（1m3につき） 

営業用 50㎥以下 5,000円 50m3超 105円 

自家用 5㎥3以下 500円 5m3超 105円 

 

メーター使用料 

口径 使用料（1個1箇月につき） 

13㎜ 100円 

20㎜ 150円 

25㎜ 200円 

30㎜ 250円 

40㎜ 350円 
 

温泉料金 

種別 基本使用量 基本料金 
超過料金 

（1立方メートルにつき） 

営業用 50立方メートル以下 5,400円 50立方メートル超 113円 

自家用 5立方メートル以下 540円 5立方メートル超 113円 

 

メーター使用料 

口径 使用料（1個1箇月につき） 

13ミリメートル 108円 

20ミリメートル 162円 

25ミリメートル 216円 

30ミリメートル 270円 

40ミリメートル 378円 

  

 



ガレリアかめおか条例（平成10年亀岡市条例第1号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用許可の制限） （使用許可の制限） 

第6条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は使用を許可し

ないことができる。 

第6条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用を許可

しないことができる。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第7条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は使用の許可を

取り消し、又は使用を制限し、若しくは停止することができる。 

第7条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用の許可

を取り消し、又は使用を制限し、若しくは停止することができる。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（使用料） （使用料） 

第11条 使用者は、使用料を前納しなければならない。ただし、市長

が特に必要があると認めるときは、この限りでない。 

第11条 使用者は、使用料を前納しなければならない。ただし、市長

が特に必要があると認めるときは、この限りでない。 

2 使用料は、別表第3に掲げる額に100分の105を乗じたものとする。

ただし、1円未満の端数については、切り捨てるものとする。 

2 使用料は、別表第3に掲げる額            とする。 

                              

（市の免責） （市の免責） 

第22条 使用者等においてガレリアの施設若しくは附帯設備の使用又

はこの条例の規定に基づく処分により損害を生じた場合は、市は一

切その責めに任じないものとする。 

第22条 使用者等においてガレリアの施設若しくは附帯設備の使用又

はこの条例の規定に基づく処分により損害を生じた場合は、市は、

一切その責めに任じないものとする。 



別表第3（第11条関係） 別表第3（第11条関係） 

400円 

400円 

400円 

400円 

各4,600円 

2,000円 

1,600円 

各400円 

各400円 

各200円 

200円 

4,000円 

各200円 

1,600円 

200円 

各200円 

各附帯設備ごとに40,000円を超え
ない範囲内において市長が別に定
める額 
100平方メートル以下の分 
1平方メートル当たり 50円 
101平方メートル以上 
1,000平方メートル以下の分 
1平方メートル当たり 10円 
1,001平方メートル以上の分 
1平方メートル当たり 5円 

 

432円 

432円 

432円 

432円 

各4,968円 

2,160円 

1,728円 

各432円 

各432円 

各216円 

216円 

4,320円 

各216円 

1,728円 

216円 

各216円 

各附帯設備ごとに43,200円を超え
ない範囲内において市長が別に定
める額 
100平方メートル以下の分 
1平方メートル当たり 54円 
101平方メートル以上 
1,000平方メートル以下の分 
1平方メートル当たり 10円に100
分の108を乗じた額とする。ただ
し、1円未満の端数については、
切り捨てるものとする。 
1,001平方メートル以上の分 
1平方メートル当たり 5円に100
分の108を乗じた額とする。ただ
し、1円未満の端数については、
切り捨てるものとする。 

 



別表第4（第15条関係） 別表第4（第15条関係） 

固定資産評価基準により算定した額に100分の6を乗じた

額に100分の105を乗じ土地使用料を加算した額 

  

 

固定資産評価基準により算定した額に100分の6を乗じた

額に100分の108を乗じ土地使用料を加算した額 

 



亀岡市大井生涯学習センター条例（平成17年亀岡市条例第26号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用許可の制限） （使用許可の制限） 

第5条 次の各号の一に該当するときは、使用を許可しないことがで

きる。 

第5条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ

とができる。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 施設又は附帯設備その他の器具備品等をき損し、又は滅失す

るおそれがあると認められるとき。 

(2) 施設又は附帯設備その他の器具備品等を毀損し、又は滅失す

るおそれがあると認められるとき。 

(3)･(4) （略） (3)･(4) （略） 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第6条 次の各号の一に該当するとき、市長は使用許可を取り消し、

又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができる。 

第6条 次の各号のいずれかに該当するとき、市長は、使用許可を取

り消し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができ

る。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（入館の拒否等） （入館の拒否等） 

第7条 市長は、次の各号の一に該当する者に対し、入館を拒否し、

又は退館を命ずることができる。 

第7条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、入館を拒

否し、又は退館を命ずることができる。 

（使用料） （使用料） 

第10条 センターの使用料は、別表第1に掲げる額に100分の105を乗

じたものとする。ただし、1円未満の端数については、切り捨てる

ものとする。 

第10条 センターの使用料は、別表第1に掲げる額         

    とする。 

（特別の設備の制限） （特別の設備の制限） 

第14条 （略） 第14条 （略） 

2 前項の特別の設備に要する経費は、すべて使用者の負担とする。 2 前項の特別の設備に要する経費は、全て使用者の負担とする。 



（市の免責） （市の免責） 

第18条 使用者においてセンターの施設若しくは附帯設備の使用又は

この条例に基づく処分により損害を生じた場合、市は一切その責め

に任じないものとする。 

第18条 使用者においてセンターの施設若しくは附帯設備の使用又は

この条例に基づく処分により損害を生じた場合、市は、一切その責

めに任じないものとする。 

別表第1（第10条関係） 別表第1（第10条関係） 

午前 午後 夜間 昼間 昼夜間 全日 

9時～ 
12時 

1時～ 
5時 

6時～ 
10時 

午前9時～
午後5時 

午後1時～
午後10時 

午前9時～
午後10時 

円 
4,500 

円 
6,000 

円 
7,000 

円 
9,000 

円 
11,000 

円 
15,000 

800 1,000 1,200 1,600 1,900 2,700 

  

午前 午後 夜間 昼間 昼夜間 全日 

午前9時～
正午 

午後1時～
午後5時 

午後6時～
午後10時 

午前9時～
午後5時 

午後1時～
午後10時 

午前9時～
午後10時 

円 
4,860 

円 
6,480 

円 
7,560 

円 
9,720 

円 
11,880 

円 
16,200 

860 1,080 1,290 1,720 2,050 2,910 

  

 
 



亀岡会館条例（昭和45年亀岡市条例第36号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用の許可の制限） （使用の許可の制限） 

第4条 次の各号の一に該当するときは、使用を許可しないことがで

きる。 

第4条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ

とができる。 

(1) （略） (1） （略） 

(2) 施設又は附帯設備その他器具備品等をき損し、又は滅失する

おそれがあると認められるとき。 

(2） 施設又は附帯設備その他器具備品等を毀損し、又は滅失する

おそれがあると認められるとき。 

(3)、(4) （略） (3)、(4) （略） 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第5条 次の各号の一に該当するときは、市長は使用の許可を取り消

し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができる。 

第5条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用の許可

を取り消し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することがで

きる。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（入館の拒否等） （入館の拒否等） 

第6条 市長は、次の各号の一に該当する者に対し、入館を拒否し、

又は退館を命ずることができる。 

第6条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、入館を拒

否し、又は退館を命ずることができる。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

（使用料） （使用料） 

第9条 会館の使用料は、別表第1に定める額に100分の105を乗じたも

のとする。ただし、1円未満の端数については切り捨てるものとす

る。 

第9条 会館の使用料は、別表第1に掲げる額とする。 

2 （略） 2 （略） 

（目的外使用料） （目的外使用料） 

第12条 （略） 第12条 （略） 

2 目的外使用料は、別表第2に定める額に100分の105を乗じたものと 2 目的外使用料は、別表第2に掲げる額とする。 



する。ただし、1円未満の端数については、切り捨てるものとす

る。 

（特別の設備の制限） （特別の設備の制限） 

第14条 （略） 第14条 （略） 

2 前項の特別の設備に要する経費は、すべて使用者又は目的外使用

者（以下「使用者等」という。）の負担とする。 

2 前項の特別の設備に要する経費は、全て使用者又は目的外使用者

（以下「使用者等」という。）の負担とする。 

（市の免責） （市の免責） 

第18条 使用者等において会館の施設若しくは附帯設備の使用又はこ

の条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は一切その責め

に任じないものとする。 

第18条 使用者等において会館の施設若しくは附帯設備の使用又はこ

の条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は、一切その責

めに任じないものとする。 

別表第1（第9条関係） 別表第1（第9条関係） 

午前 午後 夜間 昼間 昼夜間 全日 

9時～ 

12時 

1時～ 

5時 

6時～ 

10時 

午前9時～

午後5時 

午後1時～

午後10時 

午前9時～

午後10時 

円 

6,000 

円 

10,000 

円 

13,000 

円 

15,000 

円 

20,000 

円 

25,000 

7,000 12,000 16,000 18,000 24,000 30,000 

1,000 1,300 1,600 2,000 2,500 3,300 

1,000 1,300 1,600 2,000 2,500 3,300 

3,000 3,900 4,800 6,000 7,500 9,900 

2,000 2,600 3,200 4,000 5,000 6,600 

1,000 1,300 1,600 2,000 2,500 3,300 

500 600 700 800 900 1,000 

500 600 700 800 900 1,000 

500 600 700 800 900 1,000 

500 600 700 800 900 1,000 

1,000 2,000 2,500 3,000 4,000 5,000 

1,000 1,300 1,600 2,000 2,500 3,300 

1回につき(1時間以内)2,000円 
 

午前 午後 夜間 昼間 昼夜間 全日 

午前9時～

正午 

午後1時～

午後5時 

午後6時～

午後10時 

午前9時～

午後5時 

午後1時～

午後10時 

午前9時～

午後10時 

円 

6,480 

円 

10,800 

円 

14,000 

円 

16,200 

円 

21,600 

円 

27,000 

7,560 12,900 17,200 19,400 25,900 32,400 

1,080 1,400 1,720 2,160 2,700 3,560 

1,080 1,400 1,720 2,160 2,700 3,560 

3,240 4,210 5,180 6,480 8,100 10,690 

2,160 2,800 3,450 4,320 5,400 7,120 

1,080 1,400 1,720 2,160 2,700 3,560 

540 640 750 860 970 1,080 

540 640 750 860 970 1,080 

540 640 750 860 970 1,080 

540 640 750 860 970 1,080 

1,080 2,160 2,700 3,240 4,320 5,400 

1,080 1,400 1,720 2,160 2,700 3,560 

1回につき(1時間以内)2,160円 
 



5 使用許可時間を超過した場合の超過使用料は、1時間につき基本

使用料の2割相当額（特別応接室については、1時間について

1,000円）とする。この場合において、超過使用時間に1時間未満

の端数があるときは、30分以上は1時間とし、30分未満は切り捨

てる。 

5 使用許可時間を超過した場合の超過使用料は、1時間につき基本

使用料の2割相当額（特別応接室については、1時間について

1,080円）とする。この場合において、超過使用時間に1時間未満

の端数があるときは、30分以上は1時間とし、30分未満は切り捨

てる。 

2 附帯設備使用料 2 附帯設備使用料 

（舞台設備） （舞台設備） 

円 

1,500 

500 

1,000 

5,000 

1,000 

100 

1,000 

1,000 

300 

100 

100 

300 

30 

20 

50 

50 
 

円 

1,620 

540 

1,080 

5,400 

1,080 

108 

1,080 

1,080 

324 

108 

108 

324 

32 

21 

54 

54 
 



（音響設備） （音響設備） 

円 

500 

500 

600 

1,000 

200 

100 

500 

500 
 

円 

540 

540 

648 

1,080 

216 

108 

540 

540 
 

（映写設備） （映写設備） 

円 

2,000 

2,000 
 

円 

2,160 

2,160 
 

（照明設備） （照明設備） 

円 

50 

100 

100 

100 

200 

200 

200 

800 

200 

100 

500 

100 

500 

300 

300 
 

円 

54 

108 

108 

108 

216 

216 

216 

864 

216 

108 

540 

108 

540 

324 

324 
 



別表第2（第12条関係） 別表第2（第12条関係） 

円 

79,000 

7,000 

7,000 

6,000 

7,000 

  

円 

85,300 

7,560 

7,560 

6,480 

7,560 
 

 



 

亀岡市交流会館条例（平成8年亀岡市条例第21号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用許可の制限） （使用許可の制限） 

第4条 次の各号の一に該当するときは、使用を許可しないことがで

きる。 

第4条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ

とができる。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第5条 次の各号の一に該当するときは、市長は使用許可を取り消

し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができる。 

第5条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用許可を

取り消し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができ

る。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（入館の拒否等） （入館の拒否等） 

第6条 市長は、次の各号の一に該当する者に対し、入館を拒否し、

又は退館を命ずることができる。 

第6条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、入館を拒

否し、又は退館を命ずることができる。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

（使用料） （使用料） 

第9条 会館の使用料は、別表第1に定めるとおりとする。 第9条 会館の使用料は、別表第1に掲げる額とする。 

2 （略） 2 （略） 

（市の免責） （市の免責） 

第17条 使用者において会館の施設若しくは附帯設備の使用又はこの

条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は一切その責めに

任じないものとする。 

第17条 使用者において会館の施設若しくは附帯設備の使用又はこの

条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は、一切その責め

に任じないものとする。 



 

別表第1（第9条関係） 

 

円 

1,300 

円 

1,300 

円 

2,400 

700 700 1,200 

1,000 1,000 1,800 

600 600 1,000 

2,000 2,000 3,600 
 

別表第1（第9条関係） 

 

円 

1,330 

円 

1,330 

円 

2,460 

720 720 1,230 

1,020 1,020 1,850 

610 610 1,020 

2,050 2,050 3,700 

  

 



亀岡市土づくりセンター条例（平成17年亀岡市条例第39号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用許可の制限） （使用許可の制限） 

第5条 次の各号の一に該当するときは、使用を許可しないことがで

きる。 

第5条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ

とができる。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 施設又は附帯施設その他の器具備品等をき損し、又は滅失す

るおそれがあると認められるとき。 

(2) 施設又は附帯施設その他の器具備品等を毀損し、又は滅失す

るおそれがあると認められるとき。 

(3)･(4) （略） (3)･(4) （略） 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第6条 次の各号の一に該当するときは、市長は使用許可を取り消

し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができる。 

第6条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用許可を

取り消し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができ

る。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（使用料） （使用料） 

第10条 センターの使用料は、別表第2に定めるとおりとする。 第10条 センターの使用料は、別表第2に掲げる額とする。 

（特別の設備の制限） （特別の設備の制限） 

第14条 （略） 第14条 （略） 

2 前項の特別の設備に要する経費は、すべて使用者の負担とする。 2 前項の特別の設備に要する経費は、全て使用者の負担とする。 

（市の免責） （市の免責） 

第18条 使用者においてセンターの施設若しくは附帯設備の使用又は

この条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は一切その責

めに任じないものとする。 

第18条 使用者においてセンターの施設若しくは附帯設備の使用又は

この条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は、一切その

責めに任じないものとする。 



別表第2（第10条関係） 別表第2（第10条関係） 

1 ふん処理の使用料 1 ふん処理の使用料 

2,000円 

1,400円 

10円 

200円 

1,400円 
 

2,057円 

1,439円 

10円 

205円 

1,439円 
 

2 尿処理の使用料 2 尿処理の使用料 

120円 

  

123円 
 



亀岡市食肉センター条例（平成17年亀岡市条例第42号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用許可の制限） （使用許可の制限） 

第5条 次の各号の一に該当するときは、使用を許可しないことがで

きる。 

第5条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ

とができる。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 施設又は附帯設備その他の器具備品等をき損し、又は滅失す

るおそれがあると認められるとき。 

(2) 施設又は附帯設備その他の器具備品等を毀損し、又は滅失す

るおそれがあると認められるとき。 

(3)･(4) （略） (3)･(4) （略） 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第6条 次の各号の一に該当するときは、市長は使用許可を取り消

し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができる。 

第6条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用許可を

取り消し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができ

る。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（使用料） （使用料） 

第9条 センターの使用料は、別表第1に掲げる額に100分の105を乗じ

たものとする。ただし、1円未満の端数については、切り捨てるも

のとする。 

第9条 センターの使用料は、別表第1に掲げる額          

   とする。 

（特別の設備の制限） （特別の設備の制限） 

第13条 （略） 第13条 （略） 

2 前項の特別の設備に要する経費は、すべて使用者の負担とする。 2 前項の特別の設備に要する経費は、全て使用者の負担とする。 

（市の免責） （市の免責） 

第17条 使用者においてセンターの施設若しくは附帯設備の使用又は

この条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は一切その責

めに任じないものとする。 

第17条 使用者においてセンターの施設若しくは附帯設備の使用又は

この条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は、一切その

責めに任じないものとする。 



別表第1（第9条関係） 

 

別表第1（第9条関係） 

1頭 20,000円 

1頭 10,000円 

1日1頭 3,000円 

1キロ 100円 

  

1頭 21,600円 

1頭 10,800円 

1日1頭 3,240円 

1キログラム 108円 
 



亀岡市林業センター条例（平成17年亀岡市条例第43号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（使用許可の制限） （使用許可の制限） 

第5条 次の各号の一に該当するときは、使用を許可しないことがで

きる。 

第5条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ

とができる。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 施設又は附帯設備その他の器具備品等をき損し、又は滅失す

るおそれがあると認められるとき。 

(2) 施設又は附帯設備その他の器具備品等を毀損し、又は滅失す

るおそれがあると認められるとき。 

(3)･(4) （略） (3)･(4) （略） 

（使用許可の取消し等） （使用許可の取消し等） 

第6条 次の各号の一に該当するときは、市長は使用許可を取り消

し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができる。 

第6条 次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、使用許可を

取り消し、又は使用を制限し、若しくは使用を停止することができ

る。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（使用料） （使用料） 

第9条 センターの使用料は、別表第1に掲げる額に100分の105を乗じ

たものとする。ただし、1円未満の端数については、切り捨てるも

のとする。 

第9条 センターの使用料は、別表第1に掲げる額          

   とする。 

（特別の設備の制限） （特別の設備の制限） 

第13条 （略） 第13条 （略） 

2 前項の特別の設備に要する経費は、すべて使用者の負担とする。 2 前項の特別の設備に要する経費は、全て使用者の負担とする。 

（市の免責） （市の免責） 

第17条 使用者においてセンターの施設若しくは附帯設備の使用又は

この条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は一切その責

めに任じないものとする。 

第17条 使用者においてセンターの施設若しくは附帯設備の使用又は

この条例に基づく処分により損害を生じた場合は、市は、一切その

責めに任じないものとする。 



別表第1（第9条関係） 

 

別表第1（第9条関係） 

円 
1,400 

円 
1,600 

円 
2,000 

円 
5,000 

700 800 1,000 2,500 

500 600 800 1,900 

  

円 
1,510 

円 
1,720 

円 
2,160 

円 
5,400 

750 860 1,080 2,700 

540 640 860 2,050 
 

 



亀岡市都市公園条例（昭和44年亀岡市条例第12号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

別表第3（第3条の2、第10条関係） 別表第3（第3条の2、第10条関係） 

使用料 使用料 

3 有料公園施設を使用する場合 3 有料公園施設を使用する場合 

(1) 亀岡運動公園野球場及び亀岡運動公園テニスコート (1) 亀岡運動公園野球場及び亀岡運動公園テニスコート 

使用時間 
 

施設 

午前9時
から午前

11時まで 

午前11時
から午後

1時まで 

午後1時
から午後

3時まで 

午後3時
から午後

5時まで 

午後5時
から午後

7時まで 

午後7時
から午後

9時まで 

亀岡運動公園野

球場 
2,620円 2,620円 2,620円 2,620円 2,620円 2,620円 

亀岡運動公園野
球場夜間照明 

1時間につき5,880円 

亀岡運動公園テ
ニスコート（1
面につき） 

2,100円 2,100円 2,100円 2,100円 2,100円 2,100円 

亀岡運動公園テ
ニスコート夜間
照明（1面につ

き） 

1時間につき420円 

（備考） 

1 使用時間を延長した場合におけるその延長した時間に対する1時間当たりの使用
料の額は、この表の午前9時から午前11時までの使用料の額に2分の1を乗じた額
（ただし、夜間照明の使用料の額は、この表に定める額）とする。この場合にお

いて、1時間未満の使用は、1時間の使用とみなす。 
2 使用者が入場料等を徴収する場合の使用料は、この表に定める額の3倍の額とす
る。 

  

使用時間 
施設 

午前9時
から午前

11時まで 

午前11時
から午後

1時まで 

午後1時
から午後

3時まで 

午後3時
から午後

5時まで 

午後5時
から午後

7時まで 

午後7時
から午後

9時まで 

亀岡運動公園野

球場 
2,700円 2,700円 2,700円 2,700円 2,700円 2,700円 

亀岡運動公園野
球場夜間照明 1時間につき6,040円 

亀岡運動公園テ
ニスコート（1
面につき） 

2,160円 2,160円 2,160円 2,160円 2,160円 2,160円 

亀岡運動公園テ
ニスコート夜間
照明（1面につ

き） 

1時間につき430円 

（備考） 

1 使用時間を延長した場合におけるその延長した時間に対する1時間当たりの使用
料の額は、この表の午前9時から午前11時までの使用料の額に2分の1を乗じた額
（ただし、夜間照明の使用料の額は、この表に定める額）とする。この場合にお

いて、1時間未満の使用は、1時間の使用とみなす。 
2 使用者が入場料等を徴収する場合の使用料は、この表に定める額の3倍の額とす
る。 

  



(2) 亀岡運動公園体育館 (2) 亀岡運動公園体育館 

円 
7,560 

円 
7,560 

円 
7,560 

円 
11,340 

円 
30,660 

9,030 9,030 9,030 13,540 36,540 

30,240 30,240 30,240 45,360 122,430 

36,330 36,330 36,330 54,490 147,100 

22,680 22,680 22,680 34,020 91,870 

27,190 27,190 27,190 40,840 110,140 

75,600 75,600 75,600 113,400 306,180 

90,720 90,720 90,720 136,080 367,390 

113,400 113,400 113,400 170,100 459,270 

136,080 136,080 136,080 204,120 551,140 

2,520 2,520 2,520 3,780 10,180 

3,040 3,040 3,040 4,620 12,390 

3,150 3,150 3,150 4,720 12,810 

3,780 3,780 3,780 5,670 15,330 

12,600 12,600 12,600 18,900 51,030 

15,120 15,120 15,120 22,680 61,210 

9,450 9,450 9,450 14,170 38,320 

11,340 11,340 11,340 17,010 45,880 

31,500 31,500 31,500 47,250 127,570 

37,800 37,800 37,800 56,700 153,090 

47,250 47,250 47,250 70,870 191,410 

56,700 56,700 56,700 85,050 229,630 

1,570 1,570 1,570 2,410 6,400 

1,890 1,890 1,890 2,830 7,660 

310 310 310 310 － 

1,050 1,050 1,050 1,570 4,300 

各附属設備ごとに、1使用時間区分10,500円（全日について
は、31,500円）を超えない範囲内において規則で定める額 

 

円 
7,770 

円 
7,770 

円 
7,770 

円 
11,660 

円 
31,530 

9,280 9,280 9,280 13,930 37,580 

31,100 31,100 31,100 46,650 125,920 

37,360 37,360 37,360 56,050 151,300 

23,320 23,320 23,320 34,990 94,500 

27,970 27,970 27,970 42,010 113,290 

77,760 77,760 77,760 116,640 314,920 

93,310 93,310 93,310 139,960 377,890 

116,640 116,640 116,640 174,960 472,390 

139,960 139,960 139,960 209,950 566,890 

2,590 2,590 2,590 3,880 10,470 

3,130 3,130 3,130 4,750 12,740 

3,240 3,240 3,240 4,860 13,170 

3,880 3,880 3,880 5,830 15,760 

12,960 12,960 12,960 19,440 52,480 

15,550 15,550 15,550 23,320 62,960 

9,720 9,720 9,720 14,580 39,420 

11,660 11,660 11,660 17,490 47,190 

32,400 32,400 32,400 48,600 131,220 

38,880 38,880 38,880 58,320 157,460 

48,600 48,600 48,600 72,900 196,880 

58,320 58,320 58,320 87,480 236,190 

1,620 1,620 1,620 2,480 6,580 

1,940 1,940 1,940 2,910 7,880 

320 320 320 320 － 

1,080 1,080 1,080 1,620 4,420 

各附属設備ごとに、1使用時間区分10,800円（全日について
は、32,400円）を超えない範囲内において規則で定める額 

 



(3) 亀岡運動公園競技場 (3) 亀岡運動公園競技場 

円 

6,300 

円 

6,300 

円 

11,340 

7,560 7,560 13,650 

25,200 25,200 45,360 

30,240 30,240 54,490 

18,900 18,900 34,020 

22,680 22,680 40,840 

63,000 63,000 113,400 

75,600 75,600 136,080 

94,500 94,500 170,100 

113,400 113,400 204,120 

1人1回 210円 

（ただし、中学生以下1人1回100円） 

840 840 1,470 

310 310 570 

150 150 260 

各附属設備ごとに、1使用時間区分10,500円（全日使用に

ついては、21,000円）を超えない範囲内において規則で定

める額 
 

円 

6,480 

円 

6,480 

円 

11,660 

7,770 7,770 14,040 

25,920 25,920 46,650 

31,100 31,100 56,050 

19,440 19,440 34,990 

23,320 23,320 42,010 

64,800 64,800 116,640 

77,760 77,760 139,960 

97,200 97,200 174,960 

116,640 116,640 209,950 

1人1回 210円 

（ただし、中学生以下1人1回100円） 

860 860 1,510 

320 320 590 

160 160 270 

各附属設備ごとに、1使用時間区分10,800円（全日使用につ

いては、21,600円）を超えない範囲内において規則で定め

る額 
  

(4) 亀岡運動公園プール (4) 亀岡運動公園プール 

1,200円 

500円 

100円 

50円 

12,000円 

5,000円 

1,000円 

100円 

47,250円 
 

1,230円 

510円 

100円 

50円 

12,300円 

5,100円 

1,000円 

100円 

48,600円 
 



(5) 亀岡運動公園プール管理棟 (5) 亀岡運動公園プール管理棟 

2,620円 

2,100円 

1,050円 

1,050円 

1,050円 

2,100円 

520円 

520円 

520円 

1,050円 

100円 

100円 

105,000円 
 

2,700円 

2,160円 

1,080円 

1,080円 

1,080円 

2,160円 

540円 

540円 

540円 

1,080円 

100円 

100円 

108,000円 
 

(6) 亀岡運動公園野外ステージ (6) 亀岡運動公園野外ステージ 

2,100円 2,100円 4,200円 4,200円 5,250円 6,300円 

各附属設備ごとに、1使用時間区分10,500円を超えない範

囲内において規則で定める額 
 

2,160円 2,160円 4,320円 4,320円 5,400円 6,480円 

各附属設備ごとに、1使用時間区分10,800円を超えない範

囲内において規則で定める額 
 



(7) さくら公園多目的運動場 (7) さくら公園多目的運動場 

使用時間 
 
施設 

午前9時
から午前
11時まで 

午前11時
から午後
1時まで 

午後1時
から午後
3時まで 

午後3時
から午後
5時まで 

午後5時
から午後
7時まで 

午後7時
から午後
9時まで 

さくら公園多目
的運動場 

1,050円 1,050円 1,050円 1,050円 1,050円 1,050円 

さくら公園多目
的運動場夜間照
明 

1時間につき2,100円 

（備考） 
1 使用時間を延長した場合におけるその延長した時間に対する1時間当たりの使用

料の額は、この表の午前9時から午前11時までの使用料の額に2分の1を乗じた額

（ただし、夜間照明の使用料の額は、この表に定める額）とする。この場合にお
いて、1時間未満の使用は、1時間の使用とみなす。 

2 使用者が入場料等を徴収する場合の使用料は、この表に定める額の3倍の額とす

る。 
 

使用時間 
 
施設 

午前9時
から午前
11時まで 

午前11時
から午後
1時まで 

午後1時
から午後
3時まで 

午後3時
から午後
5時まで 

午後5時
から午後
7時まで 

午後7時
から午後
9時まで 

さくら公園多目
的運動場 

1,080円 1,080円 1,080円 1,080円 1,080円 1,080円 

さくら公園多目
的運動場夜間照
明 

1時間につき2,160円 

（備考） 
1 使用時間を延長した場合におけるその延長した時間に対する1時間当たりの使用
料の額は、この表の午前9時から午前11時までの使用料の額に2分の1を乗じた額

（ただし、夜間照明の使用料の額は、この表に定める額）とする。この場合にお
いて、1時間未満の使用は、1時間の使用とみなす。 

2 使用者が入場料等を徴収する場合の使用料は、この表に定める額の3倍の額とす

る。 
 

(8) さくら公園体育館 (8) さくら公園体育館 

円 
2,520 

円 
2,520 

円 
2,520 

円 
2,520 

円 
3,780 

円 
3,780 

円 
15,850 

3,040 3,040 3,040 3,040 4,620 4,620 19,210 

10,080 10,080 10,080 10,080 15,120 15,120 63,520 

12,070 12,070 12,070 12,070 18,160 18,160 76,120 

7,560 7,560 7,560 7,560 11,340 11,340 47,670 

9,030 9,030 9,030 9,030 13,540 13,540 56,910 

25,200 25,200 25,200 25,200 37,800 37,800 158,760 

30,240 30,240 30,240 30,240 45,360 45,360 190,470 

37,800 37,800 37,800 37,800 56,700 56,700 238,140 

45,360 45,360 45,360 45,360 68,040 68,040 285,810 

1,260 1,260 1,260 1,260 1,890 1,890 7,980 

1,470 1,470 1,470 1,470 2,200 2,200 9,240 

730 730 730 730 1,150 1,150 4,720 

各附属設備ごとに、1使用時間区分7,350円（全日については、22,050円）

を超えない範囲内において規則で定める額 

  

円 

2,590 

円 

2,590 

円 

2,590 

円 

2,590 

円 

3,880 

円 

3,880 

円 

16,300 

3,130 3,130 3,130 3,130 4,750 4,750 19,760 

10,360 10,360 10,360 10,360 15,550 15,550 65,340 

12,420 12,420 12,420 12,420 18,680 18,680 78,300 

7,770 7,770 7,770 7,770 11,660 11,660 49,030 

9,280 9,280 9,280 9,280 13,930 13,930 58,530 

25,920 25,920 25,920 25,920 38,880 38,880 163,290 

31,100 31,100 31,100 31,100 46,650 46,650 195,910 

38,880 38,880 38,880 38,880 58,320 58,320 244,940 

46,650 46,650 46,650 46,650 69,980 69,980 293,970 

1,290 1,290 1,290 1,290 1,940 1,940 8,200 

1,510 1,510 1,510 1,510 2,260 2,260 9,500 

750 750 750 750 1,180 1,180 4,860 

各附属設備ごとに、1使用時間区分7,560円（全日については、22,680円）

を超えない範囲内において規則で定める額 
 

 



亀岡市上水道事業給水条例（昭和33年亀岡市条例第28号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（加入金） （加入金） 

第14条の3 （略） 第14条の3 （略） 

2 前項の加入金の額は、次の区分により算定した額に100分の105を

乗じたものとする。ただし、1円未満の端数については切り捨てる

ものとする。 

2 前項の加入金の額は、次の区分により算定した額に100分の108を

乗じたものとする。ただし、1円未満の端数については切り捨てる

ものとする。 

区分 給水管の口径 加入金の額 

1 新規給水加入金 ミリメートル 

13 

円 

40,000 

20 80,000 

25 140,000 

40 600,000 

50 1,000,000 

75 2,000,000 

100 4,000,000 

150ミリメートル以上は、管理者が別に定める 

2 生産用水加入金 新設1件につき前項の2倍相当額 

3 給水面積加入金 給水対象敷地面積                              

            1平方メートル当たり500円（宅地造

成地の場合は、造成敷地から公共用地を除いたも

のとする。） 

4 水道未普及地域加入

金 

前3項     に掲げるもののほか、水道未普及地域

解消事業の施行地域における新規給水の場合（別

に定める分担金の賦課のある場合を除く。）は、

管理者が別に定める額 

  

区分 給水管の口径 加入金の額 

1 新規給水加入金 ミリメートル 

13 

円 

40,000 

20 80,000 

25 140,000 

40 600,000 

50 1,000,000 

75 2,000,000 

100 4,000,000 

150ミリメートル以上は、管理者が別に定める 

2 生産用水加入金 新設1件につき前項の2倍相当額 

3 給水面積加入金 新規給水加入金又は生産用水加入金に加え、給水

対象敷地面積1平方メートル当たり500円（宅地造

成地の場合は、造成敷地から公共用地を除いたも

のとする。） 

4 水道未普及地域加入

金 

上記の区分に掲げるもののほか、水道未普及地域

解消事業の施行地域における新規給水の場合（別

に定める分担金の賦課のある場合を除く。）は、

管理者が別に定める額 
 

（特別な場合における加入金の算定） （特別な場合における加入金の算定） 

第14条の4 1個のメーターで2戸以上の使用水量を計量する共同給水

装置については、口径13ミリメートルの給水管が各戸に設置された

ものとみなして、加入金の額は各戸  の合計額とする。 

第14条の4 1個のメーターで2戸以上の使用水量を計量する共同給水

装置については、口径13ミリメートルの給水管が各戸に設置された

ものとみなして、加入金の額は、各戸の合計額とする。 



（原因者工事費の負担） （原因者工事費の負担） 

第16条の2 道路の新設、変更修繕及びその他これに類する事由によ

り給水装置の工事を要するときは、既設装置の所有者の請求がなく

ても市が行い、これに要する費用は原因者  の負担とする。 

第16条の2 道路の新設、変更修繕及びその他これに類する事由によ

り給水装置の工事を要するときは、既設装置の所有者の請求がなく

ても市が行い、これに要する費用は、原因者の負担とする。 

（工事費の予納） （工事費の予納） 

第20条 （略） 第20条 （略） 

2 前項の概算額は、施行後これを精算し過不足  があるときは、こ

れを還付又は追徴する。ただし、その額がこれに要する費用の実費

に満たないときは、還付又は追徴しないことができる。 

2 前項の概算額は、施行後これを精算し、過不足があるときは、こ

れを還付又は追徴する。ただし、その額がこれに要する費用の実費

に満たないときは、還付又は追徴しないことができる。 

（給水の原則） （給水の原則） 

第23条 （略） 第23条 （略） 

2 （略） 2 （略） 

3 給水の制限、停止、断水又は漏水のため損害を生ずることがあっ

ても市はその  責めを負わない。 

3 給水の制限、停止、断水又は漏水のため損害を生ずることがあっ

ても市は、その責めを負わない。 

〔届出〕 〔届出〕 

第28条 給水装置の使用者、所有者又は総代人は、次の各号のいずれ

かに該当する場合は、直ちに管理者に届け出なければならない。 

第28条 給水装置の使用者、所有者又は総代人は、次の各号のいずれ

かに該当する場合は、直ちに管理者に届け出なければならない。 

(1) 前使用者の給水装置の使用に関する権利義務を承継し引き続

いて  使用するとき。 

(1) 前使用者の給水装置の使用に関する権利義務を承継し、引き

続いて使用するとき。 

(2)～(5) （略） (2)～(5) （略） 

（給水装置、メーター及び水質の検査） （給水装置、メーター及び水質の検査） 

第31条 給水装置又はメーターの機能若しくは水質について使用者又

は所有者から検査の請求があったときは、市がこれを行い検査の結

果  を使用者に通知する。 

第31条 給水装置又はメーターの機能若しくは水質について使用者又

は所有者から検査の請求があったときは、市がこれを行い、検査の

結果を使用者に通知する。 

2 （略） 2 （略） 

3 前項の規定にかかわらず、メーターの機能において検査の結果公

差100分の8以上の差異あるときは、検査に要した費用はこれを  徴

3 前項の規定にかかわらず、メーターの機能において検査の結果公

差100分の8以上の差異あるときは、検査に要した費用は、これを徴



収しない。 収しない。 

（料金の額） （料金の額） 

第33条 1期当たりの料金の額は、次の表に定めるところにより算出

した基本料金と従量料金とを合算した額に100分の105を乗じたもの

とする。ただし、1円未満の端数については切り捨てるものとす

る。 

第33条 1期当たりの料金の額は、次の表に定めるところにより算出

した基本料金と従量料金とを合算した額に100分の108を乗じたもの

とする。ただし、1円未満の端数については切り捨てるものとす

る。 

表（略） 表（略） 

2 私設消火栓を公共のための演習以外の演習に使用したときの料金

は、消火栓1個1回について120円に100分の105を乗じたものとし、1

回の使用時間は10分以内とする。ただし、1円未満の端数について

は切り捨てるものとする。 

2 私設消火栓を公共のための演習以外の演習に使用したときの料金

は、消火栓1個1回について120円に100分の108を乗じたものとし、1

回の使用時間は10分以内とする。ただし、1円未満の端数について

は切り捨てるものとする。 

3・4 （略） 3・4 （略） 

（特別な場合における料金の算定） （特別な場合における料金の算定） 

第37条 期の中途において水道の使用を開始又は中止したときの料金

は、次のとおりとし、それぞれの額に100分の105を乗じたものとす

る。ただし、1円未満の端数については切り捨てるものとする。 

第37条 期の中途において水道の使用を開始又は中止したときの料金

は、次のとおりとし、それぞれの額に100分の108を乗じたものとす

る。ただし、1円未満の端数については切り捨てるものとする。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

（特別給水の料金） （特別給水の料金） 

第37条の2 給水装置によらないで給水を行ったときの料金の額は、

使用水量1立方メートルにつき400円とし、当該給水のため特に要し

た費用相当額との合計額に100分の105を乗じたものとする。ただ

し、1円未満の端数については切り捨てるものとする。 

第37条の2 給水装置によらないで給水を行ったときの料金の額は、

使用水量1立方メートルにつき400円とし、当該給水のため特に要し

た費用相当額との合計額に100分の108を乗じたものとする。ただ

し、1円未満の端数については切り捨てるものとする。 

（検査等及び費用負担） （検査等及び費用負担） 

第44条 管理者は、管理上必要があると認めたときは、給水装置を検

査し適当な  措置をさせ、又は自らこれをすることができる。 

第44条 管理者は、管理上必要があると認めたときは、給水装置を検

査し、適当な措置をさせ、又は自らこれをすることができる。 

2 （略） 2 （略） 

 



亀岡市下水道条例（昭和57年亀岡市条例第24号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（終末処理場の維持管理） （終末処理場の維持管理） 

第2条の7 法第21条第2項の規定による終末処理場の維持管理は、次

に定めるところにより行うものとする。 

第2条の7 法第21条第2項の規定による終末処理場の維持管理は、次

に定めるところにより行うものとする。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) ちん砂池又はちんでん池のどろために砂、汚泥等が満ちたと

きは、速やかにこれを除去すること。 

(2) ちん砂池又はちんでん池の泥ため  に砂、汚泥等が満ちたと

きは、速やかにこれを除去すること。 

(3)～(6) （略） (3)～(6) （略） 

（公共下水道の一時使用） （公共下水道の一時使用） 

第16条 土木又は建築に関する工事の施行に伴う下水を排除するた

め、一時的に公共下水道を使用する者、その他下水を排除して一時

的に公共下水道を使用しようとする者は、あらかじめ、管理者に届

け出て許可を受けなければならない。 

第16条 土木又は建築に関する工事の施行に伴う下水を排除するた

め、一時的に公共下水道を使用する者その他  下水を排除して一時

的に公共下水道を使用しようとする者は、あらかじめ、管理者に届

け出て許可を受けなければならない。 

（使用料の算定） （使用料の算定） 

第19条 使用料の額は、毎使用期における排水量に応じ、次の表に定

めるところにより算定した額に100分の105を乗じたものとする。た

だし、1円未満の端数については切り捨てるものとする。 

第19条 使用料の額は、毎使用期における排水量に応じ、次の表に定

めるところにより算定した額に100分の108を乗じたものとする。た

だし、1円未満の端数については切り捨てるものとする。 

表 （略） 表 （略） 

2 （略） 2 （略） 

3 使用者が使用期の中途において公共下水道の使用を開始し、休止

し、若しくは廃止し、又は現に休止しているその使用を再開したと

きの使用料は、次に定めるところにより算定した額に100分の105を

乗じたものとする。ただし、1円未満の端数については、切り捨て

るものとする。 

3 使用者が使用期の中途において公共下水道の使用を開始し、休止

し、若しくは廃止し、又は現に休止しているその使用を再開したと

きの使用料は、次に定めるところにより算定した額に100分の108を

乗じたものとする。ただし、1円未満の端数については、切り捨て

るものとする。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

4 （略） 4 （略） 

 



亀岡市簡易水道事業給水条例（昭和33年亀岡市条例第29号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（給水の制限） （給水の制限） 

第13条 （略） 第13条 （略） 

2 給水の制限、停止、断水又は漏水のため損害を生ずることがあっ

ても市はその  責めを負わない。 

2 給水の制限、停止、断水又は漏水のため損害を生ずることがあっ

ても市は、その責めを負わない。 

(料金等) (料金等) 

第20条 料金は、次の表に定めるところにより算出した基本料金と超

過料金とを合算した額に100分の105を乗じたものとし、給水装置使

用者から徴収する。ただし、1円未満の端数については切り捨てる

ものとする。 

第20条 料金は、次の表に定めるところにより算出した基本料金と超

過料金とを合算した額に100分の108を乗じたものとし、給水装置使

用者から徴収する。ただし、1円未満の端数については切り捨てる

ものとする。 

表 （略） 表 （略） 

2 計量給水によるメーター使用料は、次の区分により算定した額に

100分の105を乗じたものとし、使用者から徴収する。ただし、1円

未満の端数については切り捨てるものとする。 

2 計量給水によるメーター使用料は、次の区分により算定した額に

100分の108を乗じたものとし、使用者から徴収する。ただし、1円

未満の端数については切り捨てるものとする。 

表 （略） 表 （略） 

3 曽我部簡易水道及び亀西簡易水道については、前項の規定を適用

しないものとする。 

＜削除＞ 

(特別の場合における料金の算定) (特別の場合における料金の算定) 

第22条 期の中途において給水開始、中止又は廃止したときの料金

は、次のとおりとし、それぞれの額に100分の105を乗じたものとす

る。ただし、1円未満の端数については切り捨てるものとする。 

第22条 期の中途において給水開始、中止又は廃止したときの料金

は、次のとおりとし、それぞれの額に100分の108を乗じたものとす

る。ただし、1円未満の端数については切り捨てるものとする。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

 



亀岡市飲料水供給施設給水条例（昭和43年亀岡市条例第13号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（料金） （料金） 

第4条 料金は、次の区分により算出した合計額に100分の105を乗じ

たものとし、給水装置使用者から徴収する。ただし、1円未満の端

数については切り捨てるものとする。 

第4条 料金は、次の区分により算出した合計額に100分の108を乗じ

たものとし、給水装置使用者から徴収する。ただし、1円未満の端

数については切り捨てるものとする。 

 

料金等 

施設名 
使用区分 

基本料金(1期につき) 超過1m3       

    につき 水量 料金 

小泉飲料水供給施設 家事用 16m3 600円 
40円 

 その他 40m3 1,200円 

  

 

料金等 

施設名 
使用区分 

基本料金(1期につき) 超過1立方メー 

トルにつき 水量 料金 

小泉飲料水供給施設 家事用 16m3 600円 
40円 

 その他 40m3 1,200円 

  

 



亀岡市地域下水道条例（平成13年亀岡市条例第18号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

（設置、名称等） （設置、名称等） 

第2条 （略） 第2条 （略） 

2 地域下水道の種類は、下水道法（昭和33年法律第79号。以下

「法」という。）に基づく特定環境保全公共下水道、農業振興地域

の整備に関する法律（昭和44年法律第58号）に基づく農業集落排水

処理施設、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第

137号）に基づくし尿処理施設その他市長がこれらに準じる施設と

して設置するものとする。 

2 地域下水道の種類は、下水道法（昭和33年法律第79号。以下

「法」という。）に基づく特定環境保全公共下水道、農業振興地域

の整備に関する法律（昭和44年法律第58号）に基づく農業集落排水

処理施設                                            

              その他市長がこれらに準じる施設と

して設置するものとする。 

3 （略） 3 （略） 

（用語の定義） （用語の定義） 

第3条 （略） 第3条 （略） 

(1) 汚水 生活又は事業（耕作の事業を除く。）に起因し、又は

附随する廃水（農業集落排水処理施設、地域し尿処理施設及び小

規模集合排水処理施設にあっては、工場廃水その他特殊な排水を

除く。）をいう。 

(1) 汚水 生活又は事業（耕作の事業を除く。）に起因し、又は

附随する廃水（農業集落排水処理施設                  及び小

規模集合排水処理施設にあっては、工場廃水その他特殊な排水を

除く。）をいう。 

(2)～(8) （略） (2)～(8) （略） 

（使用料の算定） （使用料の算定） 

第16条 使用料の額は、毎使用期における排水量に応じ、次の表に定

めるところにより算定した額に100分の105を乗じたものとする。た

だし、1円未満の端数については、切り捨てるものとする。 

第16条 使用料の額は、毎使用期における排水量に応じ、次の表に定

めるところにより算定した額に100分の108を乗じたものとする。た

だし、1円未満の端数については、切り捨てるものとする。 

   附 則    附 則 

1～3 （略） 1～3 （略） 

4 当分の間、天川地区コミュニティ・プラントの使用料の額は、第

16条第1項の規定にかかわらず、毎使用期における排水量に応じ、

次の表に定めるところにより算定した額に100分の105を乗じたもの

4 削除 



とする。ただし、1円未満の端数については、切り捨てるものとす

る。 

                          （1期2箇月当たり） 

基本使用料 
超過使用料（1立方メートルにつき） 

基本排水量 金額 

立方メートル 
20 

円 
1,700 

 立方メートル  立方メートル    円 
21～      30         70 
31～      40         80 
41～      60         100 
61～      100         110 
101立方メートル以上        130 

 

 

別表（第2条関係） 別表（第2条関係） 

種類 名称 処理区域 
特定環境保全公共下水道 保津地区特定環境保全公

共下水道 
保津町の区域（一部の区
域を除く。） 

農業集落排水処理施設 半国地区農業集落排水処
理施設 

東本梅町の区域（一部の
区域を除く。） 

犬甘野地区農業集落排水
処理施設 

西別院町犬甘野及び西別
院町柚原の区域（一部の
区域を除く。） 

宮前地区農業集落排水処
理施設 

宮前町の区域（一部の区
域を除く。） 

本梅地区農業集落排水処
理施設 

本梅町の区域（一部の区
域を除く。） 

川東地区農業集落排水処
理施設 

馬路町、旭町、千歳町及
び河原林町の区域（一部
の区域を除く。） 

地域し尿処理施設 天川地区コミュニティ・
プラント 

薭田野町天川、薭田野町
佐伯及び曽我部町穴太の
区域（一部の区域を除
く。） 

小規模集合排水処理施設 小泉地区小規模集合排水
処理施設 

東別院町小泉の区域（一
部の区域を除く。） 

 

種類 名称 処理区域 
特定環境保全公共下水道 保津地区特定環境保全公

共下水道 
保津町の区域（一部の区
域を除く。） 

農業集落排水処理施設 半国地区農業集落排水処
理施設 

東本梅町の区域（一部の
区域を除く。） 

犬甘野地区農業集落排水
処理施設 

西別院町犬甘野及び西別
院町柚原の区域（一部の
区域を除く。） 

宮前地区農業集落排水処
理施設 

宮前町の区域（一部の区
域を除く。） 

本梅地区農業集落排水処
理施設 

本梅町の区域（一部の区
域を除く。） 

川東地区農業集落排水処
理施設 

馬路町、旭町、千歳町及
び河原林町の区域（一部
の区域を除く。） 

小規模集合排水処理施設 小泉地区小規模集合排水
処理施設 

東別院町小泉の区域（一
部の区域を除く。） 

 

 



亀岡市立病院の使用料及び手数料に関する条例（平成16年亀岡市条例第10号）新旧対照表 

現   行 改 正 後（案） 

 （使用料及び手数料）  （使用料及び手数料） 

第2条 （略） 第2条 （略） 

2 （略） 2 （略） 

(1) 診療報酬の算定方法（平成18年厚生労働省告示第92号） (1) 健康保険法（大正11年法律第70号）第76条第2項（同法第149条

において準用する場合を含む。）及び高齢者の医療の確保に関す

る法律（昭和57年法律第80号）第71条第1項の規定により厚生労

働大臣が定める診療報酬の算定方法 

(2) 入院時食事療養費に係る食事療養の費用の額の算定に関する基

準（平成18年厚生労働省告示第99号） 

(2) 健康保険法第85条第2項（同法第149条において準用する場合を

含む。）の規定により厚生労働大臣が定める基準 

(3) （略） (3) （略） 

3～5 （略） 3～5 （略） 

 （駐車料金）  （駐車料金） 

第3条 （略） 第3条 （略） 

区分 使用料 

自動車 

一般の病院利用者

（1台1回につき） 

1時間以内 無料 

1時間を超え1時間30分以内 400円 

上記を超える部分につき30

分までごとに 
200円 

物品を定期的に納

入する者等で病院

の指定するもの 

1月ごとにつき1台 
5,000円以内で管

理者が定める額  

  

区分 使用料 

自動車 

一般の病院利用者

（1台1回につき） 

1時間以内 無料 

1時間を超え1時間30分以内 400円 

上記を超える部分につき30

分までごとに 
200円 

物品を定期的に納

入する者等で病院

の指定するもの 

1月ごとにつき1台 
5,140円以内で管

理者が定める額  
 

 


